主体的・対話的で深い学びの実現に向けた算数科の授業づくり : 第5学年「四角形の内角の和」の実践を通して by Nobukiyo,
岡山大学算数・数学教育学会誌
『パピルスJ第24号（2017年） 33頁～38頁
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平成29年6月に示された文部科学省『小学校学習指導要領解説総則編』では，各教科等i
において，主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善を行うこと，その際，各教科等！
の「見方・考え方」を働かせ，各教科等の学習の過程を重視して充実を図ることが示されてい｜
る。 i
算数科では， 「数学的な見方・考え方を働かせながら，日常の事象を数理的に捉え，数学の！
問題を見いだし，問題を自立的，協働的に解決し，学習の過程を振り返り，概念を形成するなi
jどの学習の充実を図ることJが求められている。 I 
! 本研究では，第5学年「四角形の内角の和Jの実践を通して，主体的・対話的で深い学びのii実現に向けた授業づくりについて考察を行った。 ！ 
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1 研究のねらい
平成29年6月に示された文部科学省『小学校
学習指導要領解説総則編』において， 「主体的
・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善」に
ついて，以下のように述べられている。
～（中略）～単元や題材など内容や時間の
まとまりを見通しながら，児童の主体的・対
話的で深い学びの実現に向けた授業改善を
行うこと。
特に，各教科等で身に付けた知識及び技能
を活用したり，思考力，判断力，表現力等や
学びに向かうカ，人間性等を発揮させたりし
て，学習の対象となる物事を捉え思考するこ
とにより，各教科等の特質に応じた物事を捉
える視点や考え方（以下「見方・考え方Jと
いう。）が鍛えられていくことに留意し，児
童が各教科等の特質に応じた見方・考え方を
働かせながら，知識を相互に関連付けてより
深く理解したり，情報を精査して考えを形成
したり，問題を見いだして解決策を考えた
り，思いや考えを基に創造したりすることに
向かう学習の過程を重視した学習の充実を
図ること。
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このことから，算数科においても，主体的・
対話的で深い学びの実現に向けた授業づくりが
求められているといえる。そこで，本研究では，
第5学年「四角形の内角の和」の実践を通して，
主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業
づくりについて考察していきたい。
2 算数科における主体的・対話的で深い学び
算数科における主体的・対話的で深い学びにつ
いては，平成29年6月に示された文部科学省
『学習指導要領解説算数編』において，次のよ
うに示されている。
算数科では，児童自らが，問題解決に向け
て見通しをもち，粘り強く取り組み，問題解
決の過程を振り返り，よりよく解決したり，
新たな問いを見いだしたりするなどの「主体
的な学び」を実現することが求められる。
また，数学的な表現を柔軟に用いて表現
し，それを用いて筋道立てて説明し合うこと
で新しい考えを理解したり，それぞれの考え
のよさや事柄の本質について話し合うこと
でよりよい考えに高めたり，事柄の本質を明
らかにしたりするなど，自らの考えや集団の
考えを広げ深める「対話的な学びJを実現す
ることが求められる。
? ?? ?
さらに，日常の事象や数学の事象につい
て， 「数学的な見方・考え方」を働かせ，数
学的活動を通して，問題を解決するよりよい
方法を見いだしたり，意味の理解を深めた
り，概念を形成したりするなど，新たな知識
・技能を見いだしたり，それらと既習の知識
と統合したりして思考や態度が変容する「深
い学び」を実現することが求められる。
～（中略）～
主体的，対話的で深い学びの実現に向けた
授業改善を進めるに当たり，特に「深い学びJ
の視点に関して，各教科等の学びの深まりの
鍵となるのが， 「見方・考え方Jである。各
教科等の特質に応じた物事を捉える視点や
考え方である「見方・考え方Jを，習得・活
用・探究とし、う学びの過程の中で働かせるこ
とを通じて，より質の高い深い学びにつなげ
ることが重要である。
以上のことから，算数科における「主体的・対
話的で深い学びJとして，以下のような子どもの
姿を求めたい。 「主体的な学びjとして，①児童
自らが問題解決に向けての見通しをもっ，②粘り
強く取り組んだりよりよく解決したりする，③解
決の過程を振り返り，新たな課題を見いだす姿。
「対話的な学びjとして，①数学的な表現を用い
て筋道立てて説明し合う，②それぞれの考えのよ
さや事柄の本質について話し合う，③話し合いに
よって自らの考えや集団の考えを広げ深める姿。
「深い学びJとして， 「数学的な見方・考え方」
を働かせ，数学的活動を通して，①問題を解決す
るよりよい方法を見いだしたり，意味の理解を深
めたり，概念を形成したりする，②新たな知識・
技能を見いだしたり，それらと既習の知識と統合
したりして思考や態度が変容する姿。このような
子どもの姿をめざし，授業づくりの工夫を考えた
3 本単元における主体的・対話的で深い学び
本単元では，図形の観察や構成を通して，合
同の意味について理解したり，図形の性質を見
いだし，それを用いて図形を調べたり構成した
りすることを学んでいく。その際に，単に図形
に関する知識・技能を身に付けさせるだけでな
く，既習の知識・技能である「三角形の内角の
手口」やその求め方を使って「四角形の内角の和J
を考えるなど，既習の図形に関する知識・技能
を使って自ら課題解決に取り組む f主体的な学
び」を実現したい。
また，ベア・グループ学習を取り入れ， Eい
の考えを数学的表現を用いながら筋道立てて伝
え合うだけでなく， 「どうして～になるのです
か？J 「00さんに付け足しで～」など， Eい
の考えに質問をしたり付け足しをしたりして，
友達と共に考えを深めたり新たな考えを見いだ
したりする「対話的な学び」をめざしたい。
さらに， 「数学的な見方・考え方」を働かせ，
数学的活動を通して，合同の意味や図形の性質，
構成の仕方の理解を深めたり，既習の知識・技
能を使って新たな知識・技能を見いだしたりす
る「深い学び」につなげたいと考えた。
4 授業の実際
( 1)単元名 第5学年『合同な図形」
( 2）単元の目標
－合同の意味や，合同な図形の性質，構成の仕方
を理解したり，合同な図形を構成したりするこ
とができる。 （知識・技能）
・図形の見方を働かせて，合同な図形の性質や構
成の仕方を考えたり，説明したりすることがで
きる。 （思考力・判断力・表現力）
・進んで合同な図形を構成したり，身の回りにあ
る合同な図形を見つけたりしようとする。
（学びに向かう力・人間性等）
(3）単元の構想（1 0時間）
第一次合同な図形
第1時合同な図形の性質
第2時合同な図形の頂点・辺・角の対応
第3時 四角形の対角線と三角形の合同
第二次合同な図形の作図
第1時合同な三角形を構成する要素の考察
第2時 3通りの方法による三角形の作図
第3時三角形分割による四角形の作図
第三次三角形・四角形の角
第1時三角形の角の和
第2時三角形の角の和の適用
第3時四角形の角の和（本時）
第4時五角形の角の和
? ? ??
で，根拠を明らかにしながら筋道立てて考えたり
説明したりしゃくなると考える。
⑤グループ学習の工夫（対話的な学び）
グループで話し合う活動を取り入れることに
より，友達の考えに質問をしたり付け足したりし
て，考えをより確かにしやすくする。また，話し
合いの際には，おEいの考えを伝え合うだけでな
く，グループとしての考えをまとめさせることに
より，お互いの考えのよさを取り入れながら新た
な考えをつくることができるようにする。
(4）本時の目標
三角形の角の和の求め方を使って，四角形の
角の和の求め方を考えたり，説明したりするこ
とができる。
( 5）本時における主体的・対話的で深い学び
の実現のための工夫
主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授
業づくりのために，次のような指導の工夫を考
えた。
⑥四角形の角の和の求め方を比較する工夫
（深い学び）
四角形の角の和の求め方を比較することで，ど
れも習った三角形の角の和の求め方を用いて考
えているとし、う共通点に気付きゃすくする。さら
に，どの考えがよりよし、か考えさせることによ
り，「どんな三角形も 3つの角の和は18 0。に
なる」という既習の知識を活用するよさをとらえ
やすくする。
①問題提示の工夫（主体的な学び）
授業の導入では，四角形を提示して観察させ，
気付いたことを話し合わせる活動を取り入れる。
三角形と比べて，角が1つ多いことに気付いたと
ころで，問題を提示するようにする。そうするこ
とで，既習の三角形の角の和の求め方を使って考
えればよいという見通しをもち，主体的に課題解
決に取り組めるようにする。
(6）本時の展開
1 問題を知り，本時の課題をつかむ。
本時における指導の工夫①（主体的な学び）
四角形を提示して観察させ，気付いたこと
を話し合わせる活動を取り入れることで，既
習の三角形の内角の和の求め方を想起し，課
題解決に主体的に取り組みやすくする。
この形は何ですか？
四角形です。
昨日は三角形だった。
三角形より角が1つ多い。
角が4つある。
今日はこんな問題です。
????
②カ｝ドの工夫（主体的な学び）
三角形の角の和を求める際には，図形をカード
にしたものを配布し，切って3つの角を合わせた
り，分度器を用いて角度を測ったりする活動を行
っている。本時では，既習の三角形の角の和の求
め方を用いて，四角形の角の和の求め方を考えた
り説明したりすることをねらいとしている。その
ため，子どもが自分の考えに応じて，実際に切っ
たり測ったりしやすいように，三角形の学習と同
様に，図形をカードにしたものを用意する。これ
により，試行錯誤しながら粘り強く課題に取り組
みやすくなると考えた。
［問題】
四角形の4つの角の大きさの和は何度で
しょう。
③ワークシートの工夫（対話的な学び）
ワークシートには，図形だけでなく，式や考え
を書き込む欄を設けることにより，図や式と説明
を結び付けながら説明できるようにした。これに
より，根拠を明らかにしながら筋道立てて説明し
合いやすくなると考えた。
三角形より角が1つ多いから， 18 0° より
大きくなりそう。
どうすれば四角形の角の和を求めることがT 
c 
? ???
④板書の工夫（対話的な学び）
それぞれの考えを，図や式と言葉の説明を線で
つないで、板書に位置付けることにより，何を根拠
に考えたのかを捉えやすくする。そうすること
できそうですか？
c 三角形の時のように，角を切って一点に集め
ればいいと思います。
c 分度器を使って測ればいいと思います。
c 三角形の内角の和は18 0° だ、ったから，そ
の角度を使えば求められそうです。
T 今日は，どんな学習ができそうですか？
c 四角形の角の和の求め方を考えて，説明しょ
フ。
[2 四角形の角の和の求め方を考える。
本時における指導の工夫②（主体的な学び）
三角形の学習と同様に，図形をカードにし
たものを用意する。これにより，三角形の角
の和の求め方を用いて，試行錯誤しながら主
体的に課題に取り組みやすくする。
本時における指導の工夫③（対話的な学び）
ワークシートには，図だけでなく，式や考
えを書き込む欄を設けることにより，図や式
と説明を結び付けながら根拠を明らかにし，
筋道立てて説明し合いやすくする。
T 四角形を印刷したカードとワークシートを
配ります。これを使って，四角形の角の和を
求めてみましょう。
c カードを切ったり貼ったりしていいです
カミ？
T いいですよ。
[4つの角を一点に集める求め方】
【分度器で測る求め方】
［三角形の内角の和を使う求め方】
3 四角形の角の和の求め方を，話し合う。
本時における指導の工夫④（対話的な学び）
それぞれの考えを，図や式と言葉の説明を
線でつないで板書に位置付けることにより，
何を根拠に考えたのかを捉えやすくする。そ
うすることで，根拠を明らかにしながら筋道
立てて説明し合いやすくする。
T 四角形の4つの角の和は求められましたか。
c 求められました。
T どのようにして求めたのか説明してくださ
し、。
c 三角形の時のように， 4つの角を切って，一
点に集めました。
c 集めたら 3600 でした。
T どうして36 0° と分かつたのですか？
c ここが一回転で，一回転は360。だからで
す。
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【角を一点に集める求め方を説明する子ども1
T 他の求め方をした人はいますか？
c 私は，分度器を使って， 4つの角を測りまし
た。
T 4つの角の大きさを教えてください。
C 角Aは12 0。，角Bは75° ，角Cは85 
。，角Dは80° でした。
c 式が言えます。式は， 120+75+85+
80=360で， 36 0° になりました。
T 他の求め方の人はいますか？
c ぼくは，四角形を2つに分けて考えました。
c 同じです。対角線を引し、て2つの三角形に
分けました。
c 式が言えます。 18 0×2=360で， 36
。。になりました。
T どうして，対角線を引いたのですか？
c 対角線を引し、て，四角形を2つの三角形に
分けると，習ったように，一つの三角形の
内角の和は18 0° になります。三角形が
2つあるから2倍をして， 36 0° になり
ます。
c 付け足しで，どんな三角形の内角の和も 1
8 0° になるからです。
c 別の分け方もあります。
c 対角線の引き方は違うけど，式は同じにな
ります。
[2つの三角形に分ける求め方】
c 他の求め方があります。
c ぼくは，四角形に対角線を2本引きました。
c それでも求められそう。
c 対角線を2本引くと三角形が4つになるの
で， 1 8 0×4=720になります。
c 720。になるから違うよ。
T 今までの求め方では， 36 0° でしたね。ど
うして72 0° になるのでしょう。
c ここの中心の角がいらないから 36 0° を
引かないといけないと思います。
c 付け足しで，中心の一回転は360。だか
ら，それを引きます。
c 4つの角の和を求めるのに，中心の角まで
足されている。
T では，どんな式で求められますか？
c 1 8 0×4=720, 720-360=3 
6 0，答えは36 0° です。
[4つに分ける考えを説明する子ども】
本時における指導の工夫⑤（対話的な学び）
グループで話し合う活動を取り入れ，お互
いの考えを伝え合うだけでなく，グループと
しての考えをまとめさせることにより，お互
いの考えのよさを取り入れながら新たな考
えをつくることができるようにする。
本時における指導の工夫⑥（深い学び）
四角形の角の和の求め方をそれぞれ比較
することで，どれも習った三角形の角の和の
求め方を用いて考えているという共通点に
気付いたり，「どんな三角形も 3つの角の和
は18 0。になるJという既習の知識を活用
するよさをとらえたりしやすくする。
T 4つの求め方がありました。おすすめの求
め方は，ありますか？グループで話し合っ
てみましょう。
?
?
? ?
【おすすめの求め方を話し合う子ども】
T どの求め方がおすすめですか？
c ぼく達は， 2つの三角形に分ける求め方が
おすすめです。理由は，習った三角形の内
角の和が使えるからです。
c 4つの三角形に分ける考え方も習った三角
形の内角の和を使っているけど， 2つに分
けた方が簡単でした。
c 角を一点に集めるのは，もっと角の数が増
えると使えなくなりそうです。
c 分度器で測っても求められたけど，これも
角の数が培えると計算が増えそうです。
c やっぱり，三角形の内角の和が使えるよう
に，対角線を引いて三角形に分ける考え方
がいいと思います。
I 4 本時のまとめをする。
T 今日は，四角形の4つの角の和を求めまし
た。
c 4つの角の和は， 360。でした。
c いろいろな求め方がありました。
c おすすめは，対角線で三角形に分ける求め
方です。
T どうして，おすすめなのかな？
c 習った三角形の内角の和が使えるからで
す。
c この求め方は，もっと角の数が多い図形で
も使えそうです。
T 四角形の角の和を求める時に大切なことは
何でしたか？
c 四角形の角の和を求めるときに，習った三
角形の角の和が使えました。
c 三角形の角の和の求め方が使えたけど，対
角線で三角形に分ける方法が一番簡単でし
た。
5 考察
本研究では， 「四角形の内角の和」の実践を
通して，主体的・対話的で深い学びを実現する
授業づくりについて考察した。
授業の導入では，四角形を提示して観察させ，
気付いたことを話し合わせる活動を取り入れる
ことにより，子どもは三角形より角が一つ多いこ
とに着目し，三角形の角の和の求め方が使えそう
だという課題解決のための見通しをもつことが
できた。
四角形の内角の和の求め方を考える際には，三
角形の時と同じ図形をかいたカード、を使って考
える活動にすることで，既習の三角形の角の和の
求め方を使って試行錯誤をしながら主体的に課
題解決に取り組むことができた。また，ワークシ
ートに図や式，言葉の説明を書き込めるようにす
ることで，図や式を結び付けながら根拠を明らか
にし，筋道立てて説明し合うことができた。
また，全体で話し合う際には，図や式を結び付
けながら板書に位置付けていくことで，子どもが
友達の考えに付け足しをしながら，一つ一つの考
えを広げ深めていく姿が見られた。
さらに，グループで， 4つの求め方について比
較し，話し合う活動を取り入れた。これにより，
どの求め方も既習の三角形の角の和の求め方を
使っていることや，三角形の内角の和を使って考
えるよさに気付くことができた。加えて， 「もっ
と角が多くなると…Jといった，次の学びへと向
かう主体的な姿も見られた。
一方で，対話的な学びをより充実させる必要性
も感じた。教師の介入をできるだけ少なくし，子
ども達が考えを広げ深めることができるように
したいと考える。今後も，主体的・対話的で深い
学びの実現をめざした授業づくりについて，より
一層研究を深めていきたい。
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